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令和８年第１回議会定例会における行政概要報告書 

(令和７年１１月１４日から令和８年２月１３日まで) 

 

１ 市表彰式典について 

１１月１５日、中央公民館において市表彰式典を行い、各方面で市勢の発展にご尽

力いただいた７０人７団体（特別奨励表彰５人、自治功労表彰８人、功労表彰３２人、

善行表彰９人５団体、感謝状１６人２団体）を表彰しました。特別奨励表彰は、「２

０２２年第４回 ＷＢＳＣ Ｕ-２３ワールドカップ」で日本代表（内野手）として優

勝に貢献し、現在は日本製鉄鹿島硬式野球部で活躍されている樫村
かしむら

昌樹
ま さ き

選手、「第８

回世界なぎなた選手権大会」において全日本なぎなたの形（仕）で優勝された服部
はっとり

ゆ

かり選手、「２０２４ＵＣＩ ＢＭＸレーシングワールドチャレンジ 男子１４歳ク

ラス」に日本代表として出場した堀江
ほ り え

樹
いつき

選手、「第７回日本知的障がい者バドミント

ン選手権大会 シングルス」で優勝、「ダブルス」で準優勝した佐藤
さ と う

健太
け ん た

選手、「第１

４回全日本小学生ボウリング競技大会 小学４年生男子の部」で準優勝した齋藤
さいとう

匠
たくみ

選手を表彰しました。 

 

２ 市新年賀詞交歓会について 

１月１５日、中央公民館において、市長、市議会議長、市商工会長及び常陸農業協

同組合代表理事組合長が発起人となり市新年賀詞交歓会を開催し、約２２０人が参加

しました。 

 

３ 那珂ふるさと大使について 

１月１５日、那珂市内において那珂ふるさと大使情報交換会を開催し、７人の大使

が参加しました。大使の皆様から活動の報告や、それぞれの専門や見識を生かしたご

意見をいただきました。 

 

４ おためし地域おこし協力隊について 

  １１月１４日から１１月１６日、１１月２８日から１１月３０日の、全２回にわた

り、地域おこし協力隊としての活動開始に先立ち２泊３日で地域住民との交流や、協

力隊が実際に行う業務を体験できる「おためし地域おこし協力隊」を実施し、４名が

参加しました。 

事業終了後、参加者のうち 1名は認定農業者を目指し、市内農家との交流や研修を

開始しています。また、他の参加者についても、来年度実施予定の地域おこし協力隊

インターン活動に向けて、お試し居住の活用や市民との交流を継続しています。 

 

５ 地方創生による官民連携の研修について 

  １１月４日、１２月２３日、１月２８日、２月１７日の、全４回にわたり、常陽銀

行の子会社である常陽産業研究所と、官民連携により「那珂市デジタル田園都市構想

総合戦略」の実効性を高め、持続可能な地方創生を加速させることを目的とした、観

光分野に焦点を当てたワークショップを実施しました。 

本ワークショップでは、双方の職員が参加し、地域課題の解決に資する取り組みや

官民連携事業の創出について検討し、３月にはこれまでの検討内容を取りまとめた報

告会を開催する予定です。 
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６ 第５１回衆議院議員総選挙及び第２７回最高裁判所裁判官国民審査について 

  第５１回衆議院議員総選挙及び第２７回最高裁判所裁判官国民審査を次のとおり

執行しました。 

  ※当日有権者数、投票人員、投票率は「小選挙区」のものとなります。 

選挙期日   ２月８日 

  当日有権者数 ４５，１０５人 

  投票人員   ２２，７７６人 

  投票率    ５０．５０％（令和６年１０月執行 ５１．２８％） 

 

７ プラスチック製容器包装分別収集説明会について 

  １月１８日の総合センターらぽーるを皮切りに、１月２５日にふれあいセンターす

がや、ふれあいセンターごだい、２月１日にふれあいセンターよしのにおいて、４月

１日から開始するプラスチック製容器包装の分別収集の市民向け説明会を開催し、７

６４人が参加しました。 

 

８ 協まち・カフェの開催について 

１１月１６日、芳野地区及び瓜連地区において、まちづくり委員会主催の「ふれあ

い祭り」の開催に合わせて「協まち・カフェ」を開催しました。既に実施されていた

６地区の「ふれあい祭り」と同様に、多数の方にご来場いただき大変好評でした。 

 

９ まちづくり人材育成カリキュラムの開催について   

１２月１３日、１月１７日、ふれあいセンターごだいにおいて、まちづくり人材育

成カリキュラム「これからのまちづくりを考えよう～未来ワークショップ～」を開催

しました。講師に市町村アカデミーで講師を務める、長崎市職員力・市民力エンパワ

ーメンターの原田
は ら だ

宏子
ひ ろ こ

さんをお迎えし、初回は「地域と自分の関りをみつめ直す」、

２回目は「課題と可能性を整理する」と題して、那珂市のまちづくりについて考えま

した。グループワークでは、小学生を含む若い世代の参加者とともに、改めて自身の

居住する地域の現状や可能性について学びました。 

 

10 多文化共生セミナーの開催について 

  １２月１４日、ふれあいセンターよこぼりにおいて、タイ出身の永作
ながさく

ヴィリンヤー

さんを講師に迎え、古代遺跡や仏像が飾られた華やかな寺院で知られ、「微笑みの国」

と称されるタイについてや、日本で生活する中での母国との違いなどのお話をいただ

きました。講演後には交流会も開催し、参加者は楽しいひとときを過ごしました。 

２月７日、ふれあいセンターごだいにおいて、アメリカ出身のミシェル・ボーセン

さんを講師に迎え、アメリカ文化の新しい姿について、また実体験をもとにアメリカ

の日常生活や価値観、働き方などのお話をいただきました。参加者からは積極的に質

問が寄せられ、とても活発なセミナーとなりました。 
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11 いいな🌼花壇コンクール表彰式の開催について 

  １２月２０日、総合センターらぽーるにおいて、まちづくり協議会からの施策提言

を受けて開催している「いいな🌼花壇コンクール」の表彰式を行いました。今年度は、

今までで最多となる１１団体の参加があり、多種多彩の草花が咲き誇る花壇を作成し

た「いきいきサロン日の出会」が市長賞に輝きました。 

また、副市長賞、教育長賞に加え、今年度から新たに奨励賞を設け、惜しくも上位

の３賞を逃した８団体を表彰しました。 

 

12 台湾台南市との交流について 

  １月５日から１月７日の３日間、友好交流都市である台南市との交流を図るため、

市長、教育長及び菅谷小学校長が台南市を訪問しました。今回の訪問においては、昨

年１０月に市長が台南市を訪問した際、台南市立海佃国民小学校から小学校間交流の

提案があったことを受け、今後の交流について意見交換を行いました。 

  また、２月４日には、台南市立海佃小学校長をはじめとする台南市の方々が、わか

すぎ学園那珂市立菅谷小学校に来校し、市長及び教育長同席のもと、同校児童、同学

園の第四中学校の生徒らによる学校紹介や日本の授業の様子を見学するなど、交流を

深めました。 

 

13 令和７年度ダイバーシティ＆インクルージョン推進講演会の開催について 

  １月３１日、総合センターらぽーるにおいて、那珂市、女性ネットワークなか、茨

城県ダイバーシティ推進センター「ぽらりす」の共催により、連続テレビ小説「虎に

翼」などを手掛ける脚本家・吉田
よ し だ

恵
え

里香
り か

さん、インタビュアーとして元ＮＨＫアナウ

ンサーの武内
たけうち

陶子
と う こ

さんを招き、トークショーを開催しました。当日は、応募多数の中

から選ばれた約３００人が来場し、お二人の軽快なトークに笑い声が上がるなど、終

始和やかな雰囲気のトークショーとなりました。 

 

14 ライフデザインサポート事業について 

１１月から１２月にかけて、市内中学校５校の８年生（中学２年生）を対象に「ラ

イフデザイン講座」を実施し、３６０人が受講しました。さまざまな分野で活躍、多

様な人生経験をされてきた４人の講師をお招きし、生徒たちの今後の就職や結婚、出

産、子育てなどのライフイベントを自分自身の問題として捉え、考える機会を提供し

ました。受講後のアンケート結果では、「ライフデザインについて考えることは大事

だ」と思う生徒の割合は９割を超え、これから起こるライフイベントを見つめ直す時

間となりました。 

 

15 第１９回ほしいも品評会について 

  １月１７日、１８日の２日間、ニューポートひたちなかファッションクルーズにお

いて、ひたちなか・東海・那珂ほしいも協議会主催の「第１９回ほしいも品評会」を

で開催しました。先着２千人の試食と投票の結果、市内の生産者である「干し芋工房 

風と太陽」の「くりかぐや」が、希少品種の部で銀賞を受賞し、市内で生産されたほ

しいもが高く評価されました。 
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16 いぃ那珂マルシェ ｉｎ ＩＢＡＲＡＫＩ ｓｅｎｓｅ（イバラキセンス）について 

  ２月９日、１０日の２日間、東京都中央区銀座にあるＩＢＡＲＡＫＩ ｓｅｎｓe

において、「いぃ那珂マルシェ ｉｎ ＩＢＡＲＡＫＩ ｓｅｎｓｅ」を開催しまし

た。道の駅開業を見据え、うまいもん会議ＴＲＥＶＩ求評会に出品された那珂市産か

ぼちゃを使用したプリン、カタラーナのほか、マコモダケを練り込んだうどんなどの

試食と販売を行いました。 

試食をとおして商品の味やデザインのアンケートを実施しました。今後、アンケー

ト結果を踏まえ飲食店・菓子事業者等が開発した商品のブラッシュアップにつなげて

いきます。 

 

17 いぃ那珂フェスティバル２０２５（第３部）花火大会の開催について 

  １１月２２日、なかＬｕｃｋｙＦＭ公園内において、いぃ那珂フェスティバル実行

委員会主催による「いぃ那珂フェスティバル２０２５（第３部）花火大会」が開催さ

れました。当日は、スターマインなど約２，０００発の花火が打ち上げられ、約５，

３００人の来園者で賑わいました。 

 

18 静峰ふるさと公園イルミネーション２０２５について 

  １２月６日から２５日までの２０日間、静峰ふるさと公園において、「静峰ふるさ

と公園イルミネーション２０２５」を開催し、約１１，０００人が来園しました。 

 

19 茨城第一交通株式会社及び丸金タクシー有限会社との道路損傷等による危険箇所

の情報提供の協力に関する協定の締結について 

  １２月１９日、茨城第一交通株式会社及び丸金タクシー有限会社と、市道における

損傷や倒木等の情報提供の協力に関する協定を締結しました。この協定締結により、

市内を運行するタクシー運転手を通じ、市道における道路損傷等の情報を受けること

により、安心安全な道路維持に関することについて連携して取り組んでいきます。 

 

20 那珂市環境緑化協同組合との那珂市空家等対策の推進に関する協定の締結について 

  ２月９日、那珂市環境緑化協同組合と、空家等対策の推進に関する協定を締結しま

した。この協定締結により、所有者等による那珂市内の空家等の適切な管理を促進し、

良好な生活環境の保全及び安全で安心な地域づくりを推進するため、所有者等からの

空家等の維持管理の相談や適正管理促進に関することについて連携して取り組んで

いきます。 

 

21 公民館まつり２０２５の開催について 

  １１月２２日、２３日の２日間、中央公民館において、「公民館まつり２０２５」

を開催しました。公民館を利用している３１団体によるステージ発表や展示などが行

われ、日ごろの学習の成果を発表したほか、各種体験講座を開催しました。また、２

３日には水戸葵陵高等学校書道部による書道パフォーマンスが行われ、圧巻のパフォ

ーマンスで多くの観客を魅了しました。そのほか、障がい者就労支援事業所によるバ

ザーや、消防・警察・自衛隊の車両展示などを行い、多くの来場者で賑わいました。 
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22 特別企画展「サツマイモの神様白土
し ら と

松吉
まつきち

展」の開催について 

１０月２５日から１１月３０日まで、歴史民俗資料館において、名誉市民である

白土
し ら と

松吉
まつきち

の人物像や研究の成果を模型などでわかりやすく紹介する特別企画展「サツ

マイモの神様白土
し ら と

松吉
まつきち

展」を開催し、市内外から多くの来館者が訪れました。 

 

23 季節展「正月飾り展」の開催について 

 １月６日から１２日まで７日間、歴史民俗資料館において、季節展「正月飾り展」

を開催しました。市民から寄贈された羽子板や破魔弓
は ま ゆ み

を展示したほか、市内で活動す

る手芸グループによる古布で作ったタペストリーや今年の干支「午
うま

」にちなんだ手芸

作品などが賑やかに並びました。来館者からは、「新年にふさわしい華やかな展示で

とてもよかった。」など好評をいただきました。 

 

24 那珂市冬季駅伝大会について 

  １２月７日、なかＬｕｃｋｙＦＭ公園において、「第６３回市冬季駅伝競走大会」

を開催しました。市内各小中学校代表、部活動代表、一般の計７１チーム、３７２人

が参加し、集まった大勢の観客からの温かい声援の中、選手たちは日頃の練習の成果

を披露しました。また、募集した一般ボランティアを含む１１２人の係員に協力をい

ただきました。 

 

25 「家庭の日」図画・作文発表大会及び表彰式典について 

  １１月２９日、総合センターらぽーるにおいて、「家庭の日」図画・作文発表大会

及び表彰式典を開催しました。市内小中学校から図画５９８点、作文８６８点の応募

があり、作文の金賞受賞者による発表と図画・作文の入賞者の表彰を行いました。 

なお、青遙学園横堀小学校４年生とわかすぎ学園菅谷東小学校５年生の図画作品は、

公益社団法人茨城県青少年育成協会主催の「家庭の日」絵画・ポスターにおいて最優

秀賞を受賞しています。 

 

26 二十歳の集いについて 

 １月１０日、なかＬｕｃｋｙＦＭ公園において、「二十歳の集い」を開催しました。

式典やアトラクションを行い、対象者４７１人中３４７人（７３．６７％）が出席し

ました。 

 

27 家庭教育学級第２回合同学習会について 

 ２月４日、中央公民館において、「家庭教育学級第２回合同学習会」を開催しまし

た。こども発達支援研究会認定講師の安部
あ べ

 顕
あきら

さんから『「できる」ってなんだろう？

知ってトクする発達と感覚の大事な話』と題した講演をいただきました。新たな試み

として対面参加のほか、ＹｏｕＴｕｂｅライブ配信とＬＩＮＥオープンチャットを利

用したリモート参加、いつでも視聴することができる動画配信を行いました。 
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28  第１３回いばらきっ子郷土検定県大会について 

 ２月７日、ザ・ヒロサワ・シティ会館において、「第１３回いばらきっ子郷土検定

県大会」が開催され、４年連続県大会出場の青遙学園第二中学校からは、代表として

８年生５人が出場しました。 

 

29 消防業務について 

火災出場件数については６件、救急出場件数については７１７件となっています。 

消防訓練指導については、事業所や学校等を対象として２８回行い、１，８１８人

が参加し、防火防災知識の習得と防火意識の向上を図りました。また、応急手当普及

のため救命講習会等を２９回行い、市職員を含む４０８人が修了しました。 

１２月２１日、消防本部において、消防団第１分団第３部（福田地区）の消防ポン

プ自動車を小型ポンプ積載車に更新し車両引渡式を行いました。 

１月１１日、なかＬｕｃｋｙＦＭ公園多目的広場において、消防出初式を行い、消

防職員及び団員約３５０人が参加し、地域防災への決意を新たに士気の高揚を図りま

した。 

１月２２日、毘盧
び る

遮那寺
し ゃ な じ

において、文化財防火デーに伴う消防訓練を実施しました。 

貴重な文化財を火災等の災害から守るために、消防職員と消防団員が連携し、消火活

動を行いました。 

 

 

令和８年３月２日 

 

       那珂市長   

 


